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福島第一原発事故により 

放出された主な放射性物質 

事故後の調査の結果、ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑの1地点以外の全地点で事故前10
年間の県内ﾃﾞｰﾀの範囲内。これを超えた1地点についても過去の全
国最大値以下。 

ヨウ素131は半減期8日であり現在
はほぼゼロ。 
現在まで残存しているのは半減期2
年のセシウム134と半減期30年の
セシウム137。 
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放出量： 合計約20ﾍﾟﾀﾍﾞｸﾚﾙ 約500ﾍﾟﾀﾍﾞｸﾚﾙ 



福島第一原発事故に伴う 
汚染状況（空間線量） 

福島市 

２ 

＠2012年3月6日JAEA公開ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ「福島第一原子力発電所事
故による 環境放出と拡散ﾌﾟﾛｾｽ
の再構築」中の 永井晴康氏他「原
子力研究開発機構の活動報告Ⅱ・
拡散ﾌﾟﾛｾｽの解析」 

@20110708文部科学省 
第四次航空機モニタリング 



世界平均で年に
0.39ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

世界平均で年に
1.26ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

世界平均で年に
0.48ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

世界平均で年に
0.29ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

陽子 

太陽などから飛来する
陽子や中性子の流れ 

 ３ 

自然環境中にある 

放射線 

ﾄﾘｳﾑ 
234・230 

食物から 空気中から 

宇宙から 大地から 



空気の吸入による 
内部被ばく 
世界平均で1年に 
1.26ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

Pｂ 

鉛206 

大地から受ける外部被ばく 
世界平均1年に0.48ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

 自然の放射性元素 

ウラン・トリウム系列       
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ｱﾙﾌｧ線 

ｱﾙﾌｧ線 

ｱﾙﾌｧ線 

ｱﾙﾌｧ線 

ｶﾞﾝﾏ線 

   234･230 

 ﾄﾘｳﾑ.234など 



カリウムは植物の生育に不可欠な元素。    
全ての食物が放射性カリウム４０を含有。 

自然の放射性元素 

カリウム４０（カリウムの０．０１１７％） 

 ５ 
©消費者庁「食品と放射能Q&A 



＠日本原子力研究開発機構 ６ 

放射能や放射線の単位 



ベータ線： 
中性子から出てくる電子
の線。放射性セシウムの
出すベータ線は空気中で
２メートル、体の中では２
ミリしか飛べない。 

ｶﾞﾝﾏ線 

電子 

ガンマ線： 
放射性セシウムがベータ
線を放出するときに余った
エネルギーが電磁波となっ
て出てくる線。空気中では
平均で100メートルも飛び、
エックス線のように人の体
もつきぬけていく。 

ﾍﾞｰﾀ線 

 ７ 

放射性セシウムが放出する放射線： 
ガンマ線とベータ線 



DNAの損傷 
塩基の損傷 鎖の損傷 

放射線被ばく影響 

☆直接的影響 

☆間接的影響 
被ばくした放射線が持つ質量や電荷、
ｴﾈﾙｷﾞｰによって起きるDNA損傷 

酸素 

水素 水素 

細胞内にある水分子を分離させ、 
H原子と中性OH（ﾋﾄﾞﾛｷｼﾗｼﾞｶﾙ）など
を生成することを通じてDNAを損傷 

放射線被ばく以外にも 
さまざまな要因で細胞内には 
活性酸素（ﾌﾘｰﾗｼﾞｶﾙ）が生成 
 ☆酸素呼吸そのもの 
 ☆細菌やウイルス 
 ☆発ガン性のある化学物質 
 ☆過度の運動やストレス 
 ☆喫煙 
 ☆紫外線 

水素 

８ 

放射線の健康影響メカニズム 

ベータ線やガンマ線が私たちの体にあたると、 

細胞中の遺伝子DNAが傷つく。その結果、ガンの可能性が増す。 

水素 酸素 



 ９ 

放射線の健康影響メカニズム 

＊私たちは約60兆個の細胞によって構成されています。 
＊その細胞1つにつき日に数万回のDNA損傷を受けていますが、 
  そのほとんどは細胞内の酵素の働きによって修復されます。 
＊DNA修復に失敗した細胞のほとんどは自然に死滅します。 
＊自然死しなかったDNA変異細胞は白血球の免疫作用によって 
  捕食され、ガン化が阻止されます。 
＊それでも生き残るDNA変異細胞が病気としてのガンに成長します。 
＊放射線の長期被ばくによる生涯ガン死亡率の増大は1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ   

   の被ばくで0.005%と仮定されています(しきい値なし直線仮説といいま
●す）が、実際には一度に100ミﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ被ばくした場合でもｶﾞﾝ死亡率
●の増大は確認されていません。 

＠神戸大学ﾊﾞｲｵｼｸﾞﾅﾙ
研究ｾﾝﾀｰ菅澤研究室 



ｶﾞﾝﾏ線 

ｶﾞﾝﾏ線 

１０ 

外部被ばく： 
身体の外にある放射性セシウムの放出するガンマ線による被ばく 

放射性セシウムの放出するベータ線は水中では2ﾐﾘﾒｰﾄﾙしか飛べない
ため、身体の外部からやってきても、私たちの皮膚の表面で止まってしま
うので外部被ばくの要因とはなりません。 

これに対して放射性セシウムの放出するガンマ線は空気中では平均で
100メートル飛び、貫通力も大きいため私たちに外部被ばくをもたらし
ます。 

ｶﾞﾝﾏ線 



外部被ばくを減らすためには 

放射性物質に・・・ 

30cmの厚さの土でガ
ンマ線の97.5%を遮る
ことができます。 

受ける放射線量は放
射性物質からの距離
の2乗に反比例して小
さくなります。 

福島の環境中にある放射
性セシウムのほとんどは
土の粒子に付着している
ため土ぼこりと同じように
叩き落とすことができま
す。 

受ける放射線量はそれを
受けている時間に比例し
ます。年間で1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ
の被ばくであれば、1日の
被ばく線量は0.0027ﾐﾘ
=2.7ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄです。 

１１ 

近づかない 
早めに 

通りすぎる 

遮る 取り除く 



外部被ばく： 
身体の外から受ける放射性セシウムのガンマ線量の検査 

0～1ﾐﾘ
ｼｰﾍﾞﾙﾄ 

１～２ﾐﾘ
ｼｰﾍﾞﾙﾄ 

２～３ﾐﾘ
ｼｰﾍﾞﾙﾄ 

88.7% 
10.0% 

0.12% 

３ﾐﾘｼｰ
ﾍﾞﾙﾄ以上 

0.01% 

１２ 

＊福島市では市民の方々に３ヶ月の間、ガラスバッジを身に付けていただ 

    いて、実際にどれだけの外部被ばくを受けているかを検査しています。 

 

＊２０１２年度の検査結果は下のグラフのとおりで、９０％近くの方々が 

   国が長期的に目指している年間累積被ばく線量１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下に○ 

○なっていました。 



放射性ヨウ素１３１は身体の中で甲状腺だけに集まります。特に成長

期の子ども達の甲状腺への影響が心配されています。 

そのため、福島県では事故当時18歳以下だった37万人の甲状腺の詳

細な検査・診断を行っています。この事業により平成25年12月末まで

に33人が甲状腺がんと診断されました。手術を受けた方々の予後は

良好とのことです。 

この数値のもつ意味を比較評価 

するために長崎市、甲府市、弘前市 

でも子供たちの甲状腺検査が行わ 

れています。 

内部被ばく： 
子供たちの甲状腺検査 

１３ 

甲状腺 

現時点では福島の環境中に 
放射性ヨウ素131は存在しません。 



１４ 

内部被ばく： 
身体の外に取り込んだ放射性セシウムの放出する 

ベータ線とガンマ線による被ばく 

食物や水の摂取・空気の吸引によって私たち

身体の中に取り込まれた放射性セシウムは、

身体中の主に筋肉組織の細胞に分配され、

そこでベータ線とガンマ線を放出し、私たち

の細胞中のDNAに影響を与えます。 

身体の中に取り込まれた放射性セシウムは

成人の場合、90日間でその半分が体外に排

泄され、体内に蓄積され続けることはありま

せん。これを生物学的半減期といいます。 

ｶﾞﾝﾏ線 

ﾍﾞｰﾀ線 



放射性セシウムによる 

内部被ばくを防ぐために 

＊放射性セシウムの取り込みによる内部被ばくを防ぐために、水道水 

  や食品に対する放射性セシウム含有量の限度が設けられ、厳しい検 

  査と監視が行われています。 

 

＊農作物については、農地中のカリウムの濃度 

  をカリウム肥料の増施肥などによって一定以 

  上に保つことで、カリウムと拮抗関係にある 

  放射性セシウムの取り込みを抑制する対策 

  などが効果を上げ、ほとんどの品目について 

  放射性セシウムの含有量を十分に低い水準 

  に保つことができています。 

 

＊空気中には、風の強い日などに放射性セシウ 

  ムの付着した土ほこりが 浮遊していますが、 

  それを呼吸することによる年間の内部被ばく 

  線量 は1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄの1000分1=1ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄにも達しません。 
１５ 



１６ 

福島県内農地土壌の状況 

●●●農業生産が行われている農地 

●●●●作付け制限がなされている農地 
©農林水産省 



2０１3年福島県産米の状況 

＊30kg入りの紙袋に玄米を入れたもの1100万袋全てをベクレルモニ 
  ターで測定。その結果99.93%が放射性セシウムが玄米1ｷﾛｸﾞﾗﾑ当 
  たり25ﾍﾞｸﾚﾙ以下。 
 
＊玄米を精米して白米にすると放射性セシウムの濃度は40％になる。 
＊さらに白米をといでご飯をたくと、ご飯の放射性セシウム濃度は 
  玄米の10%に減少。 
＊したがって玄米1ｷﾛｸﾞﾗﾑに最大25ﾍﾞｸﾚﾙの放射性セシウムが 
  含有されていたとしても、ご飯にすると1ｷﾛｸﾞﾗﾑ2.5ﾍﾞｸﾚﾙ。 

ご飯１kgに 多くても2.5ﾍﾞｸﾚﾙ 
（お茶碗1杯では0.5ﾍﾞｸﾚﾙ） 

も も安心して食べています。 わたしは 

１７ 



内部被ばく： 
身体の中の放射性セシウムの検査 

この隙間に被験者が 

入って検査する 

福島の方々の身体の中の放射性セシウ
ムの量は、写真のホール・ボディ・カウン
ターという機械で検査することができま
す。検査を受けたほとんどの方々が、体
全体で300ﾍﾞｸﾚﾙ以下でした。 

この場合の１年間の内部被ばく線量は
0.01ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下です。 

内部被ばくについても１年間の内部被ば
く線量を１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下にするのが世
界的な基準となっていますので、福島の
方々の食物・水の摂取と空気の呼吸によ
る内部被ばく線量は極めて低く抑えられ
ていることが分かっています。 

１８ 

ホール・ボディ・カウンター 



除染の原理 

環境中にばらまかれ、そこに定着して
いる放射性セシウムをそのままの状
態で置いておくと、それらからのガン
マ線による外部被ばくを受け続ける
ことになる。 

土や草木や建物に付着している放射性物質 ひとまとめにし、遮へいされた放射性物質 

【除染前】 【除染後】 

＠環境省資料より作成 

１９ 

「除染」とは環境中の放射性セシウムを 
  ①取り除いて集め、 
  ②飛散・流出しないように密閉し、 
  ③土などで十分に遮へいし、 
  ④安全な場所で管理保管すること 

により外部被ばくのリスクを低減するこ
とである。 



政府の目標 

1 長期的な目標＊として追加被ばく線量が年間1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下とな 
○ることを目指します。 

＊長期的な目標とは、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、食品の出荷制限、健康診断などの放射線ﾘｽｸの適切
○な管理や生活圏を中心とした除染などの総合的な対策を行うことで長期的に目指す
○ものです。 

2 平成25年8月までに一般公衆の年間追加被ばく線量を平成23年8  
  月と比べ、放射性物質が自然に減っていく量を含めて約50%減少し 
  た状態を実現します。 ⇒目標達成 

3 学校、公園などこどもの生活環境を優先的に除染することによって、 
  平成25年8月までに、子供の年間追加被ばく線量が平成23年8月 
  末と比べて、放射性物質が自然に減っていく量を含めて約60%減少 
  した状態を実現します。 ⇒目標達成 

２０ 

平成25年秋に行われたフォローアップ調査の結果、除染実施済地区では 
空間線量が除染前の40%にまで低減していることが確認されました。 



避難指示の出されている区域 
での除染の目標 

避難指示の出されている区域（旧警戒区域+旧計画的避難区域）での除染の目
標 
 
警戒区域（福島第一原発から半径20ｷﾛﾒｰﾄﾙの範囲）及び計画的避難区域
（年間被ばく量が20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ（時間当たり線量で3.8ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）を超え
るおそれがある地域）については、以下の考え方で除染を進めます。 
 
1 既に年間被ばく量が20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄをクリアしたエリアについては、目標と同 
  じ考え方で除染を進めます。 
 
2 年間被ばく量が20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄを超え50ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下のエリアについては、 
  年間被ばく線量を20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下にするように除染を進めます。 
 
3 年間被ばく線量が50ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄを超え、最低5年間は避難指示が解除され 
  ないエリアについては、本格除染の実施に先立って、効果的、効率的な除染 
  方法の開発のための研究開発活動を優先させます。 

２1 



□緑色と灰色のｴﾘｱ＝ 
空間線量が毎時0.23ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄを超える地
域などを含む「汚染状況重点調査地域」  
緑色+灰色ｴﾘｱ=8県100市町村、約24000km2 

→ 各市町村が除染を実施 

□青色のｴﾘｱ＝ 
旧警戒区域（原発20km圏）＋旧計画的避難区域  
11市町村、約1150km2、避難者数約84000人   
→ 国（環境省）が除染を実施 

＠環境省「除染情報サイト」より作成 

22 

除染の対象となるエリア 



＠経済産業省HP 

       面積     該当従前人口 

避難指示解除準備区域 

      509km2      34000人 

      （44%）       （41%） 

居住制限区域 

      303km2      24620人 

      （26%）       （29%） 

帰還困難区域 

      337km2      25282人 

      （29%）       （30%） 

合計  1150km2      83920人 

避難指示の出されているエリア（現在は３区域に区分されています） 

23 



3年前の原発事故直後には、
土壌・屋根・舗装面・樹木な
どの表面に同じ密度で放射
性セシウムが付着していた。 

3年の間に降った雨や雪で
屋根や舗装面、樹木に付
着していた放射性セシウ
ムは洗い流されて、雨どい
や、側溝、木の根元などに
集積した（ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ）。 

放射性セシウムは 

雨や雪に洗い流されて移動した(ｳｴｻﾞﾘﾝｸﾞ) 

２4 



放射性物質が集まりやすい場所 

（ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ） 

樹木や植え込みの根元 

地面や舗装面の 

水溜まりのできる場所 

道路脇の側溝の内部 雨樋の内部や吐出部 

25 



除染の方法 

校庭表土の重機による 
剥取りと地中への 

埋設保管 

屋根面の錆等のﾌﾞﾗｼ 
による除去と拭取 

住宅庭表土の手作業による 

1cm単位づつの除去と 
仮置き場への搬出 

雨樋内部の汚泥を 
除去し内部を拭取り 

木の根元の落葉や 
腐葉層の除去 

道路側溝の汚泥除去と 
内部の高圧洗浄 

©環境省ほか 

２6 



放射性物質は放射線を出しながら自然に 

減少していく・空間線量も自然に減衰する 

放射能をもつ放射性ｾｼｳﾑ 

放射能をもたない安定ﾊﾞﾘｳﾑ 

２７ 



空間線量の減衰予測 

2013年3月の放射線の強さ 2022年3月の放射線の強さ 

２８ 

©環境省 

●年に100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上 

●年に50～100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に20～50ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に10～20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に5～10ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に1～5ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上 

●年に50～100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に20～50ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に10～20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に5～10ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

●年に1～5ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 



ご静聴、感謝いたします！ 

 

もしも分からないこと、知りたいことなどありましたら 

電話かﾒｰﾙをお願いいたします♪ 

 

除染情報プラザ 

電話番号 ０２４－５２９－５６６８ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  josen-plaza@env.go.jp 


